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第56回例会昭和58年9月20日（火）晴
へ

◇“奉仕の理想”

◇出席報告

会此48名 llll,'iW 35名

lll l,'i'i*74.47%

◇前回 9ﾉjl3II ({IgjlA出lIif率)97.87%

makeup

IIji l lill.(9/14和合),安朧満(9/19窄港),浜11

7r(9/8%[1ﾔｲ),林,ﾊ･(9/19究港), 7711iXl. (9/9

if), i'il介洲.(9/1.4"_|上). 綴11郷『(9/20塩東),

水野(賀)71.(9/14和介)，成l1lハ･(9/19空港),

新災,ﾊ.(9/811ilfi), 》ﾊ:M(/1･(9/9北):鈴木(砿）

：閥.(9/9港)，谷11ll.(9/17.,yll l),雛飼猫･(9/17

3: l ll)

◇ビジター紹介8満

◇誕生日祝福

林閥･(9/17), 111･川Ii.(9/21),Jdl"(9/26)

◇ニコボックス

'!.I:原/ハ(｢とろいことやつとるな‐出版されま

したのでよろしく），新災ｲ{･(先週ホームクラ

ブ火Ijfしましたので)，林,側． （誕生祝)，古川

71･("1IM),"111･(誕生祝）

◇三輪幹事報告

1． 本||例会終r後， クラブアセンブリーを

1j･いますので恥l;:没j1･各委典長の.〃々は

2F'|伽の|ﾊlにお災り卜．さい。

2． 次l' ! |例会終r後, 1'1! |1i:会をｲj･いますので

111! !li役ilの〃は2F橘の|H1にお災り. i､．さい

3． 節270地|丞札ilMI_化RCの,i"ili状仏達式の

ご案|ﾉ1が来ております。参加希望省はﾂﾎ務

)!jまでお' l 'しlll l､､さい。
◇菊池社会奉仕委員長報告

lljl l l21I Iの「秋の交通安全ﾘ!ut通勤」もお

かげさまで会幽48満!| '30満の出l'ili予定をいた

だきました。御郁合の悪い〃の! |!でも代理を

出せる方がおいでになりましたらよろしくお

職いいたします。なお'lil l j氏とタスキを着用し
て頂きますのでお忘れなく持参~ドささし坪

◇竹内会長挨拶

木l.1は|11 ' | '分区代蝿をお迎えしての第561nl

例会であります。
先II,shareRotaryにIMI述して鈴木y1.がj11

強委員長案として当クラブを5つのチームに

分けて通●'1な力.を1墹御惟雅11'iくという考え

で御脱lﾘ｣頂きましたが，その後この{'|:は各チ

ームで進腱してlIiりますでし『kうか。、未だ、
のチームは早々に述絡をお取り頭いてこの通

勤をお進め頂きたいと"じます。又職業分撤

の立場から加藤淵より米充坂の分野を列承し

て頂きましたので特にこの分Ⅲ]:での恰好の人

材を考慮して頂けたらIIIIよりにｲfじますc

未充填のJ I.!にマスコミ，特に放送がありま

す。外交圏とマスコミにはテリ トリーの制約
がありませんので，周辺にお近づきがありま

したら縦段の御記胆願いたいものです。
又々rロータリーの友.｜で恐縮ですが， さ

る地僅のガバナーがIWII1人ﾙliのI辨録から「先

人の跡を求めず，先人の求めしものを求む」

を引用してﾙI｝られました。人IHlは人典似と先

達の教訓とによって雌腿して参りますが，人

真似も教"llも' | 1々に人変であります。 )'(似を

したつもりが『鵬の典似をする,糊になった
り，先達の教別IIも我流にのみこんで「あれを

ごらん」と「指雄す先のﾉlをみようとせず，

指先ばかり兄つめている.！といった典合であ
ります。

蚊近の社会は襖雑にして多岐に渉ります。
大韓航空磯の件にしても'ji:実は勝の' | !で，只

航空機がミサイルでj農破された･j雌のみとり

上げて是非論をぶっている様｣'･です。その背
紮こそが問題なのですが， ｜｣《|家機辮のベール

の蔭から双方共己れの好郁合な･II1ばかりを発

表しているようです。

ソ連も傭用できませんが米, 1 1 ,緯もひ.k
つとすると同じ穴のツボかも知れません｡こう

一

－1－



した時にマスコミ関係のメンバーがいると|#,i

機にそちらにIﾘ｣るいスピーカーの紹介が↑!｝ら

れるかも知れません。

戸塚ヨットスクールのfl:でも毅1'ilMI係或い

は, ij法関係者の御意兄を承り，多様の視,11.(か

ら理解を深めるwが肝要と存じます｡1().12.に

はIII I-ﾄI元首相に対するロッキード1f件の,ﾄﾘ決

があります。二樅分立の野外にありながら911
代のモンスター第4権といわれるマスコミは

世論を有罪一色に塗り波してII1}りIK腿も又､ドリ

決の前にそれを群認する傾向にあります。

私には戦前の人政麗賛会時代のマスコミの

姿勢にII1か近いものを感ずるのですが血| |何で

しょう。『鬼帝米英』とl111･んだペーパーがこぞ

って今I I I ' l l l ' | '金権』をキャンペーンしてい

ます。しかしl ll ' | '金権の背後にあるものこそ
が人間趣なのです。圃此人衆にその指す彼〃

のr月．が､ﾄﾘってさえいればよいのですが、

ややもす~ると大衆は月をみようとせず指の

先』ばかりを見つめる『鼠になります。
マスコミ出身のメンバーが暦られたら． こ

うした時御意兄をきくのに便ﾎﾘです。
ロータリーば多様の職"|からなり様々の見

方．又見識の持主の災合体であ!） ， 、その

activityが珍嘱される訳であります。その意
味で当T"RCの求允腹分野のメンバー鋼強

にﾉJを入れる所以であります。
◇田中尾張第一分区代理挨拶

いた絵馬には，未納する人の厳しい呪実，岐

路に立った人|AlのIItく大きな堪え難いWil(I Iを

｣ri間兄るような気持ちで強い感銘を受けまし

た。絵ﾙjとはもともと自分の賊いをかなえて
もらうべく，生きた脇を神ﾄ|:に奉納し，祈願

するのが本来ですが，生きた‘賜ではエサのこ

と、血例をみることなどが大変であり．絵馬

に他の品物をつけ奉納するようになったとい

われます。そして、何故それが馬であり，絵

馬となったかということです。これはその願

いを献上した脇に乗せて足JI通んできて下さ

いという呪代的にいえば｣'1左さしli'1けたとい

うことです。 、'illliの卜職の庶以には馬を献上
する力はもとより, ' j名を沈みI1ﾄきする力はあ

りません。それらの人々のﾉﾋ活のよろこびや

悲しみ, 2,:しみ，悩みは'jとに表現することは

できなくても，その物を兄てfIj:すことはでき

ました。それぞれの||ｷ代を考察することので

きる絵1.jが.fil1各地の風硲，習悩をﾑ|陵に

物Ii舟るよつ1二残っています。絵,11j祈願をする
ということは願いが必ずl1 lえられるというこ

とを|'|分I'|身にいい|H1かせるということでも

あります。栴女i奉治して|､.さいという時に

ば， この病又《ば必らず治るのだ。神様．私は
治るために簸磐の努力をしますから足りない

というところを援助加迩してドさいというこ

とです。努刀をしますというIj戒の‘愈味がそ

こにあります。苦しみの後に楽ありというこ
とばがありますが，人11:を尽してこそ願いは

成就されるわけです。絵賜といつのはもとも
とW|III:やお､芋さん自身が|'lfられるのが本筋で

すいろんな鋤1Wで私が代理で作らさせてい

ただいています。私はその心をﾉ<切に，絵,!!j

祈願をされる真剣な人々のため入魂の絵脇を

つくり続けています （文上!i荷陳）

◇次回例会（9ﾉ127H)

IIi';r "' li保セールスマン(J)災態”

会興 手島茂明澱

◇次々回例会（10ﾉ14 i l)

ガバナー公式‘謝間

奥澤俊一ガバナー誰‘;ル

要一

昨i『の認証状腫述

式に参上して以来，

はや‐ 一周ｲ『を無1脚こ

迎えられ誠におめで

とうございます。

水'1は10月41 1の

ガバナー公式訪IIIIの

前準伽ということで

鯨
陸

A

＝

伺った訳でございますが？ さきぱど公艮．幹

118さんといろいろお！活しさせて頂きましたc
貴クラブは､I均年齢50で若さあふれるフレッ

シュなクラブとお兄受1ナしましたことガバナ

ーに協告させて頂きます。断しい鞭に新しい
滴を入れる心づもりで， ノr磯も活躍されるよ

う期待しております‐

奥澤ガバナーぱ親しみ深いとても良い方で
すから，どうぞ安心して準伽を進めて頭きま

すようお願いいたします。

◇講演

講減 “絵馬”

伊勢絵馬師 安田識人氏

（糾介者脊原満）

私は絵馬師としてこの仕｡j;盲をはじめて20年

になります。ふるさとの小さな社殿の古い絵

馬が私に興味をもたせました。小さなIliいそ
の絵馬のすばらしい蕊の逆び。力いっぱいill'i

一ワー~


